
 

 

 

 

 

 
 

 

自ら学び続ける子供の育成を目指して 
教務主任 

本校では今年度、「自ら学び続ける力」を育てることを目指し、授業改善に取り組んでいます。 

４月には、３年１組で研究授業を行いました。子供たちは、課題の解決に向けて各自が学ぶ相

手や場所を選びながら学習を進めました。例えば、Ａさんは、タブレット端末に表示された友達

の考え方を見て、自分にはなかった発想に気付き、「こんなやり方もあるんだ」と学びを深めまし

た。Ｂさんは「友達との話し合いで学びが深まった」と振り返りで書くなど、友達と学び合うよさ

に気付いていました。このように、授業の中で自己選択する場

を設け、課題に向かって試行錯誤しながら、学び続けようとし

ています。 

こうした「自ら学び続ける力」は、社会に出てからますます

大切になります。学校のように学ぶ場が決まっている状況は少

なくなり、自分から学ぼうとする姿勢が必要になるからです。

そのときに大切になるのが自分で学び方を考える力（自己調整

する力）です。 

学校では、子供一人一人に合わせた学び方を選択するための場の設定や学習形態の工夫、学習

計画を立てる際のワークシートの工夫 、子供同士で学び合える ICTの効果的な活用、次の学びに

つなげる振り返りの工夫などを行っていきます。 

子供たちが目当てに向かって「やってみよう」という気持ちや「自ら学び続ける力」を身に付け

られるよう、学校全体で取り組んでまいります。 

 

  

 

２日（火） お話JA夢（２年） 

３日（水） 歯科検診（特支・１～３年） 

      ４年校外学習（松島浄水場） 

４日（木） 委員会 

５日（金） ３年校外学習（相倉合掌造集落） 

６日（土） 育友会３学年活動 

８日（月） プール清掃 

９日（火） お話JA夢（１年） 

１０日（水） すこやかデー、ボランティアデー 

歯科検診(４～６年)、プール清掃予備日 

１１日（木） ボランティアデー、クラブ 

１２日（金） 学習参観、校内芸術鑑賞会 
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１４日（日） 育友会２学年活動 

１６日（火） お話JA夢（２年） 

１７日（水） プール開き、耳鼻科検診（全学年） 

１８日（木） 委員会 

２１日（日）  育友会美化活動 

育友会1学年活動 

２３日（火） お話JA夢（１年） 

２４日（水） 避難訓練 

２５日（木） ４年校外学習（ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰとなみ） 

あクラブ 

２６日（金）  上履き洗いの日 

２７日（土） 育友会６学年活動 

３０日（火） お話JA夢（２年） 

６月の行事予定 

６月12日（金）の10時半から芸術鑑賞会が本校の体育館で開催されます。 

保護者や地域の皆様もぜひ来校いただき、子供たちと一緒に素敵な音楽に耳を傾けませんか。 

https://fukumitsutobu-e.nanto.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

                

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

「かっこいい」とは何か  ～第 45回運動会から～ 
「わあ、なんか前よりかっこよくなった！」 

最後のリレー練習。乾いた砂に煙るグラウンドで、目を見 

開いて言ったのは、仲間のバトンパスを見た選手でした。 

「かっこいい」とは、何だろう。ふと気になって調べると、 

二つ目の意味が目に飛び込んできました。「態度・行動がさわ 

やかで心ひかれる。」 

１6日（土）に行った運動会では、「一致団結」のスローガ 

ンのもと、様々なことに真剣に取り組む子供たちの姿を見ることができました。 

最後の種目、選抜リレー。バトンの受け渡し自体が初めてだった選手も、毎日練習会に参加

し、コースの土が削れ始めた頃、前の走者に合わせてリードをとることができるようになりまし

た。ゴールを知らせるピストルの音。ややあって、歓声は拍手に代わりました。団席の子供たち

が拍手を送ったのはリレー選手ですが、同時にそれは、運動会のためそれぞれに努力を続けてき

た自分自身にも向けられていたように思います。 

速く走れる脚も、遠くに投げられる肩も、重いものを持ち上げられる筋力も、もって生まれた

資質によるものが少なくないでしょう。しかし、目標に向かって努力を重ね、以前の自分を超え

ていく姿は、誰にも平等に与えられた「かっこよさ」です。 

学校行事が、子供たちの自己実現の積み重ねに結び付くよう教職員一同、これから見守ってい

きます。                               

〈体育主任〉 

 

最高学年として踏み出した一歩  ～１年生おめでとう集会～ 

４月２４日（金）に、６年生が企画・運営した「１年生おめでとう集会」を体育館で行いまし

た。６年生は、集会の流れを考え、体育館ステージにかかげるプログラムを準備したり、司会や

あいさつの役割を分担したりと、話合いを重ねながら準備を進めてきました。 

当日は、各学年が考えた出し物があり、１年生は楽しそうに手を挙げたり、大きな声で答えた

りする姿が見られました。温かい雰囲気の中で、会場には笑顔が広がっていました。 

６年生にとっては、最高学年になって初めて行事の運営を任された集会でした。１年生に喜

んでもらおうと、相手の立場に立って準備や進行を工夫し、最後まで責任をもってやり遂げる

姿に、成長を感じることができました。 

 これからも学校の中心として活躍してくれる６年生の姿が楽しみです。 

〈６年担任〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


